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ISAP2016「Best Paper Award」受賞 

先進技術研究所5G推進室の今井 哲朗氏および北尾 
光司郎氏が，2016年10月24～28日に沖縄県宜野湾
市にて開催された2016 International Symposium on 
Antennas and Propagation（ISAP2016）において
Best Paper Awardを受賞しました．ISAP2016は毎
年，アジア圏内で開催されているアンテナ・伝搬に関
する国際会議であり，今回は34カ国から論文の登録
があり，Final Programの掲載数は545件になりまし
た．対象となった論文は“Path Loss Characteristics 
between Different Floors from 0.8 to 37 GHz in In-
door Office”です．この論文は，第5世代移動通信シ
ステム「5G」の評価を目的として，ドコモおよび
NTTアクセスサービスシステム研究所が共同で実施
した実験の結果を基に0.8から37GHz帯における屋内
オフィス環境の伝搬損失特性を明らかにしたものです． 
移動通信システムの評価，設計には，本論文で検討
した伝搬損失特性の解明が非常に重要であり，いわゆ
る奥村－秦式＊1をはじめとして，これまで多数の検討
が行われてきました[1]．従来は，6GHz以下を中心
に検討が進められてきましたが[2]，5Gでは，6～
100GHzの利用を想定しているために，近年，上記の
周波数帯を対象とした伝搬特性の検討が，学術界，標
準化団体などで進められています[3]～[5]．伝搬損失
特性に関する主な検討内容としては，基地局―移動局
間の距離に対する伝搬損失の増加特性に関するものが

挙げられます．また，サービスに利用される周波数を
決定するためには，伝搬損失の周波数特性の検討も重
要になります． 
この度受賞しました論文は，5Gの評価，設計への

貢献を目的として実施した屋内オフィス環境における
実験結果を基に，フロア間の伝搬損失特性について検
討しています．具体的には，ドコモのオフィスビル内
において，0.8，2.2，4.7，26および37GHzの5周波
数を用いて伝搬損失の測定を行い，伝搬損失と周波数
の関係について解析しました．解析の結果，より多く
のフロアを経由する伝搬環境においては，周波数に対
する伝搬損失の増加傾向が小さくなることより，高周
波数帯においては，フロアを通過する電波より，屋外
を経由して受信局へ到達する電波の影響が支配的であ
ることを明確化しました．これらの成果がISAP2016
にて評価されました．なお，検討結果の詳細について
は，受賞論文をご参照ください． 
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＊1 奥村－秦式：奥村 善久氏は，市街地，郊外地，開放地など，さま

ざまな環境において取得した150～1,500MHz帯の測定結果を基に，
基地局から移動局までの距離と受信電界強度の関係を表す，いわゆ
る「奥村カーブ」を報告した．奥村－秦式は，秦 正治氏が上記の
カーブを基地局高や基地局－移動局間距離などのパラメータを用い
て定式化したものである．  
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